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皮革業界総合研修〔後期コース〕

＜募集案内＞

主催

共催

大　　　 阪　　　 府

近 畿 経 済 産 業 局

（地独）大阪産業技術研究所

この研修は、皮革関連産業の振興のため、関連企業の経営者並びに従業員の方ﾉﾏに、最新の業界

の動向やトレント、あるいは実践的な経営の知識等を身につけていただけるよう、各界の著名な講

師を招いて時流にあったテーマで実施します。

後期コースは、経営管理、製革技術関係の幅広い知識等を身に付けていただけるよう企画しまし

たので、奮ってご参加ください。

１

日時・テーマ・講師等

日 時 テーマ
講　　 師

(敬則 各)
内　　　容 場 所 定員

１ 1/16( 火)

18 二30～

20:30

モノはええけど、

売れへん時代だ

からこそ、御社ら

しいプランテイ

ンクを御社の情

熱で刪る方法

情熱の学咬

情熱プランテインク・

プロデユーサー

エサキヨシノリ

「モノはええけど、売れへん」時代を生き抜くために、

全ての会社がモノではなくコトをアピールする独自のブ

ランドカを持つ必要がありますoこの講座では御社ｶ 雅一

無二のブランド企業へと変身し､ 御社らしい熱い想いを宣

伝・販促・インターネット活用に、さらには、営業戦略、

商品開発や人材育成、採用にも落とし込んでいただける、

ある手法を学んでいただきます。

弁天町QRC200

生丿圧学習センター

第２研修室

50

名

２ 1/19( 金)

1830 ～

20:30

革の仕上げにつ

いて

ＴＦＬジャパン（株）

フィニツシング

セールス テクニカ

ル・マネージャー

大矢　宝広

皮革の製造過程において､仕上げ工程は最終的な革の外

見、風合い、感触などの特注を左右する重要な工程です。

最近は、意匠注や機能性など、仕上げに対する要求も高レ

ベルなものとなっています。この講座では、革のｲ士上げの

種類、仕上げ工程の概要、使用されている薬剤等について

講義します。さらに、仕上げの朧頴による風合いや取り扱

いの注意などについても解説します。

弁天町QRC200

生丿圧学習センター

第２石刑多室

50

名

３ 1/26  (金)

18:30 ～

20:30

革製品のメンテ

ナンスについて

ユニタスフアーイー

スト（株）

代表取締役

中島　勇

バッグ･ 財布・ジャケットなど革製品全般に関してのお

手入れ方法の講義とレザーメンテナンスの実技を通して、

I囿罕を深めていただきます。

弁天町QRC200

生丿圧学習センター

第２研修室

50

名



日 時 テーマ
講　　 師

(敬称駱)
内　　　容 場 所　

）

４ 2/2( 金)

18:30 ～

20:30

子どもの足と靴

一子ども靴の正

しいあり方を提

案する

靴ジャーナリスト

大谷 知子

子どもの足は、大人の足の縮小版ではありませんo 生ま

れたばかりの赤ちゃんの足は、多くの骨がまだ軟骨であ

り、生まれてから成長します。そして正しい成長に導くの

は、歩くことです。そのためには、靴力寉 要です。それに

もかかわらず、少しの変化は見られるものの、まだ見た目

の可愛らしさや經斉哇誚憂先されています。このような現

状を踏まえ、最近よく聞かれるようになってきた「足育」

にも触れ、子ども靴の正しいあり方を提案します。

弁天町QRC200

生涯学習センター

第２研修室

５０

名

５ 2/14( 水)

13:30 ～

15:30

[講義/工場見学]

皮革のできるま

で

（ｷ朱）藤本安一商店

藤本 真司

1921 年の設立以来、鹿革をメインに、山羊・羊・牛革

を扱うタンナーです。衣料用革・袋物用革・革{翻革・手袋

用革を製造｡コンピュータ制御により安定的な製品作りに

努めており、その高度な技術を活かし、プロ野球選手の

バッティンググローブ用の素材を､大手スポーツメーカー

に長年にわたり供給しています。本研修では、皮革のでき

るまでの講義を受け、揶 祭に鞣し、染色、仕上げ工程を見

学します。

和歌山市 30

名

６ 2/20GW

18:30 ～

20:00

姫路白なめし製

造の継承とオリ

ジナル商品開発

等の事例紹介に

ついて

（有）大昌

代表取締役社長

大垣　昌道

（有）大昌は、り巨§の白なめし製造の歴史を受け継ぎ、

伝統を重んじながらも､ 最新の流行や動向も貪欲に取り込

んで、消費者が思わず「欲しし祠」と言ってしまう製品作

りを心掛けています。ダンサー業務だけでなく、馬油ク

リームや青森ヒバの樹液エキスを配合した革の虫除けな

ど、次々に新商品を開発するとともに、パリコレへの出展

や鹿皮の活用などの「環境に優しい革作り」にも取り組ん

でいます。本講座では、伝統的なり毆各白なめしの技術と、

新事業、新商品開発へのチャレンジについてご紹介しま

す。

弁天町QRC200

生涯学習センター

第２腮|多室

５０

名

了 2/27  (火)

18:30 ～

20:30

2018 年舂夏か

ら秋冬ヘー

靴フ ァッション

＆マーケットト

レントを俯瞰す

る

靴ジャーナリスト

大谷 知子

スニーカーのイ立置付けは…

ブーツはどのように変化するのか…

マーケットのイ后迷ｶ斗§売く中、流れに変化をもたらすアイ

テムの登場が?寺たれます｡2018 年２月開催の国R屏化見本

市ミカムの取材に基づく顫新動向とこれまでの流れを比

較検§寸｡2018 年秋冬の靴ファッションのトレントを明ら

かにします岨并せてヨーロッノN靴見本市や靴産業動向、ま

た日欧EPA 大枠合意を踏まえ、靴マーケットの今後を予

測します。

弁天町QRC200

生丿圧学習センター

第２研修室

５０

名

２ 受講対象者

大阪府内皮革関連業界の経営者並びにその従業員（今後皮革業界で開業又は従事しようとする愬を含む）

※工場見学につきましては、同業者（タンナー）様の受講はご遠慮ください。

３ 受講料

無料O 但し、研修会場までの交通費等については、自己負担とします。

４　修了証書

了講座中４講座以上出席した愬に修了証書を交付します。

(大阪府商工労働部　中小企業支援室　ものづくり支援課　製造業振興グループより申込書に記載の住所あてに郵送)

５　申込み方法

別添受講申込書により[大阪府商工労働部 中小企業支援室 商業・サービス産業課 商業振興グループ]あて、郵送または

ファックスにてお申込みください。

※　申込締切は各開催日の１週間前までとし、先着順で受付します。但し、定員に達した場合には、その時点で締め切ら

せていただきます。

※　１社から複数名のお申込みの場合、定員を超えて申込みがあった際には、１社あたりの参加人数を調整させていただ

く場合がございますので、ご了承ください（別途連絡します）。

＜申込み・問合せ先〉

大阪府商工労働部 中小企業支援室　商業・サービス産業課　商業振興グループ〔担当：小柳・吉田〕

住所：〒559-8555　 大阪市住之江区南港北1-14-16　 大阪府咲洲庁舎２５ 階

TEL : 06-62 １ 0-949 ６　ＦＡＸ:06-6210-9504

地方独立行政法人　大阪産業技術研究所〔担当：陰地（わｼ ）・道志〔ﾄﾞｳｼ〕〕

TEL : 〇725-51-2593  (陰地）／TEL : 0725-51 -2580  (道志）



６ 研修会場( 闘 崔日により会閣カ賀なりますので、ご 主意くださしい

○弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センタ ー[1/16( 火)・1/19( 金)・1/26  (金)・２/２(金)・２/２０(火)・２/２了(火)]

・所在地　 〒５５２皿 アガ 肺 丿巷区拜天1-2-2-700  Cオーク２００ビル内２ 晉 萄了 階)

○地下鉄

地下鉄「弁天町」駅西口②Ａ 出口からＯＲＣ（オーク）２００ への連絡通路を通り、

中央エレベーターで 了階へ（約２００ｍ）

ＯＪＲ 環状線

JR 環状線「弁天町」駅からＯＲＣ（オーク）２００ への連絡通路を通り、

中央エレベーターで 了階へ（約２００ｍ）

○（有）藤本安一商店（工場見学）［2/14( 水）］

・所在地　 〒640-8301　 和歌山県和歌山市岩橋608-3

※見学の詳細は、受講対象者に改めて郵送にて連絡いたします。

集　合:13: ２０までに（有）藤本安一商店に集合してください。

経　路：ＪＲ和歌山線田井ノ瀬駅から徒歩約了分。

※公共交通機関利用での参加に限定し、自家用車等での参加は不可としていますのでご了承ください。
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｢ 企 業

、

お 店
の

圜 熈 を 形 に す る
こ

と で 創 る プ ラ
ン

テ

ィ
ン

ク ｣ を 実 現 す る た め に 中 小 企 業
の ア

ピ

ー

ル カ
と 独 立 ク リ

エ イ タ

ー

の
営

業 力 の
向 上 支 援 を 独 自 手 法 (

エ サ キ 式 t 青 郭 1 プ ラ ン テ
ィ

ン
ク )

で ト

ー

タ ル に
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス

。

熱 く モ テ る 会 社

・

お 店 を 創 る た め に

、

彼

ら
の

中 に あ る 情 熱 を 基 に

、

た

っ

た ひ と つ の コ ン セ
プ

ト を 導 き 出 し ､
ロ

ゴ ､ カ
ラ

ー

、

ス ロ

ー

ガ
ン

と し て 変 才 気 さ ら に 名 刺

、

ホ

ー

ム ペ

ー

ジ

、

会 社 案 内

、

チ ラ シ

、

時 に は 社 内
コ ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン

・

モ チ ベ

ー

シ
ョ

ン ア
ッ

プ 策 や 社 是 に ま で 落 と し 込 ん で い く 情 熱 プ ラ
ン

テ

ィ

ン ク

・

プ
ロ

デ

ュ ー

サ

ー

。

２

．

大 矢　 宝 広　 ＜ Ｔ Ｆ し ジ

ヤ

パ
ン

（ 株 ）　 フ

ィ
ニ

ッ

シ ン グ セ

ー

ル ス テ ク ニ カ ル

・

マ
ネ

ー

ジ

ャ
ー

＞

３。中島　 勇　 ＜ユニタスファーイースト（株） 代表取締役＞

兵庫県り甌各市生まれ。 1971 年皮革のスペシャリストとなるべく、単身ドイツへ留学。その後、朋 咢困難とされるドイツの国家

資格ゲルバーマイスター（レザーマイスター）に合格。日本で唯一のゲルバーマイスタ ーとなる。西ドイツ皮革専門矢豆期大学で研

究生を務めた後に帰国｡ 帰国後は家業である皮革製造業を継承｡ その後､ 革のお手入れ愬法力i正しく発信されていない測 犬を受け、

革製品の正しし|お手入れ方法を発信するぺく、¬－タスグループの仲間入りをし、日本ひいてはアジアの中で、正しし以 ンテナン

スを発信し沾売けている。

４

。

７

．

大 谷 知 子　 ＜ 靴 ジ

ャ
ー

ナ リ ス ト ＞
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靴 業 界 誌 「 フ

ッ

ト ウ ェ ア

・

プ レ ス

」 の

他

、

靴

・

皮 革 製 品 関 連 の 出 版 物 を 発 行 す る

、

ぜ ん し ん （ 現 在 は 株 式 会 社

エ フ
・

ワ

ー

ク ス ）

へ の 入 社 を 契 機 に 靴 の 耳 又 キ オ を ス タ

ー

ト

。  1 9 9 7

年

、

靴 の カ ル チ

ャ
ー

マ ガ ジ ン 「 シ

ュ ー

フ

ィ

ル 」 の 創 刊 に 参 加

。

「 シ

ュ ー

フ

ィ

ル 」 の

主 筆 と し て

、

海 外 を 含 め

、

取 材

・

執 筆 活 動 を 行 う

。

2 0 1 1 年 秋

、

シ

ュ ー

フ

ィ

ル を 離 れ

、 2 0 1 2

年 ３ 月

、

自 身 の 靴 サ イ ト 『 O b r i n g 〔 h t t p : / / o b r i n g . j p 〕
」

を 立 ち 上 げ る

。

靴 取 材 歴

は ３ ０ 年 以 上 に 渡 り

、

ビ ジ ネ ス

、

フ

ァ ッ

シ

ョ

ン

、

ま た 健 康 と オ

ー

ル ラ ウ ン ド に 活 動 し て い る

。

５

。

藤 本　 真 司　 ＜ （ 株 ） 藤 本 安

一

商 店　
＞
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1 9 7 8 年 専 修 大 学 卒 業 後

、

カ ナ ダ
の モ ン ト リ オ

ー

ル の 原 皮 屋 で ８

ヵ

月 働 く

。  1 9 8 1

年 イ ギ リ
ス の

皮 革 学 校 N E N E

Ｃ Ｏ Ｌ Ｌ Ｅ Ｇ Ｅ の Ｃ Ｅ Ｒ Ｔ ＩＢ Ｃ Ａ Ｔ Ｅ コ

ー

ス
修 了

。 1 9 8 1

年 末 か ら （ 株 ） 籐 本 安

一

商 店 に 勤 務

。

仔 牛 を 中 心 に 毛 抜 き か ら 鞣
し

、

中 和

、

レ タ ン

、

染 色

、

加 脂

、

仕 上 げ ま
で ４

年 か け
て 経

験 す る

。 1 9 8 6

年 か ら
フ

ジ
レ

ザ

ー

に 勤 務

。

そ
の

間 1 9 8 9 年

― 1 9 9 1

年 に か け て

、

イ ン ド ネ シ ア の ス ラ バ ヤ で 現
地

の
人 が 立 ち 上 げ た 手 袋 用 革 タ

ン
ナ

ー

を 設 計

、

機 械 導 入 か ら 技 術 指 導 お よ

び 生 産 管 理 ま で 行 う

。  1 9 9 2

年 か ら 再 び （ 株 ） 藤 本 安

一

商 店 に 戻 り

、

鞣 し

、

染 色 等 ド ラ ム
ワ

ー

ク の 仕 事 を し

、

従 業 員

の
指 導 も 行

っ

て い る

。

防 水 革 「 レ ザ ノ ヴ

ア

」
や ウ オ

ッ

シ
ャ

ブ
ル 革 「 サ ペ リ ア

」 の
開 発 の

一

員 と し て 参 加 し

、

ま た 近 年

で は ジ

ー

ン
ズ ラ

ベ ル の
防 縮 加

工 を 開 発 し

、

イ ン
デ

ィ

ゴ 染
に も 取 り 組 ん で い る

。

６

。

大 垣　 昌 道　 ＜ （ 有 ） 大 昌　 代 表 取 締 役 社 長 ＞
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1 9 了 ８ 年 に

、

大 正 時 代 か ら り 膃 各 白 な め し
の

技 術 を 用
い た

皮 革 生 岸 （ ダ
ン サ

ー

） を 行

っ

て い る 大 昌 商 店 （ お お ま さ し

ょ

う て ん ） に

入 社

厂 1 9 7 9

年 に 有 限 会 社 大 昌 と し て 法 人 化 後

、

３ 代 目 の ｲ 弋 表 取 締 役 社 長 に 鮒 王

。

加 工 者 （ デ ザ イ ナ

ー

、

二
次 加 工 者 な ど ） と 共 同 で 「 環 境 に 優 し い 革 作 り

」
を テ

ー

マ に

、

も
の

づ く り を 手 掛 け
て い る

。

ま た

、

製 革

業 者
の

全 国 団 体 で あ る 刪 毀 社 団 法 人 日 本 タ ン ナ

ー

ズ ↑ 窃 会
の

副 会 長 と し
て ､

時 代 に 即 応 し
つ つ

消 費 者 に 喜 ば れ る 革 作
り を 目 指 し 活 動

し て い る

。



＜申込先＞大阪府商工労働部 中小企業支援室 商業･サービス産業課 商業振興グループ

2017( 平 成29) 年 度 皮 革 業 界 総 合 研 修 ＜ 後 期 コー ス ＞ 受 講 申 込 書

口会社名

＜業種＞　 製造・製造卸・製造小売・卸・

卸小売・小売･ その他（

※該当する業種を○で囲んでください

）

年　　　 月　　　 日

口 今後 皮革業界で開 業又は 従事しようとする方

(従事先がない方は､ こちらにＳを記入してください)

フ　リ　ガナ受講者氏 名( 必須)

所属部署名

役職名

住所(必須)

※修了証書送付先

〒

自宅or 勤務先（該当に○印）

TEL(必須)

FAX

E-mail

※TEL は、日中に連絡の付く電話番号を記載してください。

※FAX､E-mail もできるだけ記載してください。(案内等を連絡す

受講希望櫚 こ○印をしてください

ます ）

日程 受講希望

1/16(火)

1/19(金)

1/26C金)

2/ 2(金)

2/14C水)

2/20(火)

2/27 (火)

※ 申込締切は各開催日の1週間前までとし､先着順で受付します。但し､定員に達した場合には､その時点で締め切らせ

ていただきます。

また､2/14C 水)工場見学1こ参加いただ< 方には､ 別途詳細案内を通知します。

※ １社から複数名のお申込みの場合､ 定員を超えて申込みがあった際1こは､１社あたりの参加人数を調整させていただ<

場合がございますので､ご了承ください(別途連絡します)。
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